
発生予察注意報

営農タイムリー！

2025年9月11日発行
防除所ニュース

京都府病害虫防除所より、

発生予察注意報 第４号が発表されました。

１．作 物 名 ネギ等野菜類、豆類、花き類

２．病害虫名 シロイチモジヨトウ

３．発生地域 府内全域

４．発生時期 ８月～

５．発 生 量 平年比多い

６．注意報発令の根拠

（１） ８月中旬に実施したネギの巡回調査におけるシロイチモジヨトウ（写真）の発生

量は、平年比多かった（＋）。

（２） フェロモントラップへの誘殺虫数(７月第３半旬～８月第２半旬の合計値)は、亀岡

市では34.7 頭（例年値54.3 頭）と例年比やや少なかったが、京田辺市では149.3 

頭（例年値47.9 頭）、京丹後市で139.0 頭（平均値55.7 頭）と例年比多かった（＋）。

（３）大阪管区気象台８月１４日発表の近畿地方１か月予報によると、気温は平年比

高く（＋）、降水量は平年比少ない（＋）と予想されており、今後も本種が増殖しや

すい気象条件が続く見込みである。



２．防除上の留意事項

（１）齢が進んだ幼虫では農薬の効果が著しく低下するので、若齢幼虫期の防除が

重要である。

（２）被害葉及び収穫残さが本種の発生源となるので、一箇所にまとめて積み上げ、

虫の拡散を防ぐため、表面をビニルで被覆する等、適切に処分する。

（３）寄主範囲が広く、ネギ等の野菜類、豆類および花き類を加害するので注意する。

（４）技術資料「シロイチモジヨトウ防除における化学農薬使用回数の削減マニュアル

（2025 年）」

注意 ： 農薬の使用に当たっては、ラベルおよび最新の使用方法や注意事項を

確認する。また、各薬剤の使用回数を守るとともに、同一成分を含む農薬

の総使用回数についても注意する。

写真ネギでのシロイチモジヨトウの卵塊（左）幼虫（中）、被害株（右）



◎ 1000倍

◎ 2000倍

トレボン乳剤 ◎ 1000倍 収穫21日前まで 2回以内

◎ ◎ 収穫前日まで

収穫3日前まで

5 ディアナＳＣ ◎ ◎ ◎ 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

◎ ◎ ◎ 1000～2000倍

◎

◎ 収穫前日まで

アファーム乳剤 ◎ ◎ 1000～2000倍 収穫7日前まで 3回以内

◎ 1000～1500倍

◎ ◎ 1000倍

エコマスターＢＴ 1000～2000倍
発生初期(但し､収穫
前日まで)

-

◎

◎ 収穫7日前まで

◎ 収穫3日前まで

◎

◎ 2000～4000倍

◎ 2000～4000倍 収穫7日前まで 2回以内

◎ 収穫14日前まで 3回以内

◎ 1000倍

◎

◎ ◎ ◎ ◎ 収穫7日前まで

22B アクセルフロアブル ◎ 1000倍 収穫前日まで 2回以内

◎ ◎ 2000倍

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2000～4000倍

◎ 収穫3日前まで

◎ ◎ ◎ 収穫前日まで

◎ ◎ ◎ 収穫7日前まで

◎ ◎ 収穫3日前まで

ブロフレアＳＣ ◎ ◎ ◎ ◎ 2000～4000倍 収穫前日まで 3回以内

◎ 4回以内

◎

◎ ◎ ◎ 収穫7日前まで
2回以内

◎

◎

30

レタス類

グレーシア乳剤 2000～3000倍 2回以内

収穫前日まで

◎

4E
フィールドマスト

フロアブル

UN プレオフロアブル 1000倍
収穫3日前まで

3回以内

22A トルネードエースＤＦ
収穫14日前まで

2回以内
2000倍

28

ベネビアＯＤ 3回以内

ヨーバルフロアブル 2500～5000倍

15 カスケード乳剤

13 コテツフロアブル
2000倍

2回以内

収穫前日まで
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15

アファームエクセラ
顆粒水和剤
（ｱﾌｧｰﾑ+ﾏｯﾁ）

収穫7日前まで 3回以内

11A

野菜類

ゼンターリ顆粒水和剤 1000倍
発生初期(但し､収穫
前日まで)

6
アニキ乳剤

収穫3日前まで
3回以内

2000倍

-
野菜類（キャベツ、はくさいを除く）

2回以内4000倍

結球あぶらな科葉菜類
（はくさい、キャベツを除く）

5回以内
3A

アグロスリン乳剤 収穫7日前まで
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シロイチモジヨトウ　主要登録薬剤（適用作物） 2025.8

IRAC
コード 薬　剤　名

主　要　適　用　作　物

希釈倍数、
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本剤の
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シロイチモジヨトウ防除における化学農薬使用回数の削減マニュアル

発行：京都府農林水産技術センター
農林センター

令和７年２月 より引用

感受性検定による薬効の高い殺虫剤の選定

感受性検定 殺虫剤の効果を調べる感受性検定を実施しました。

３齢幼虫に殺虫剤を浸漬処理したキャベツ葉片を与えた時の殺虫効果と食害程度（室内試験）

＊IRACコード ： 有効成分を作用機構から分類（殺虫効果の仕組みを分類）
コードが異なる薬剤を用いることで、同一系統の薬剤の連用を防げます。



薬効の高い殺虫剤の選定

感受性検定の結果から、薬効が速やかで高い6剤、次いで薬効の高い３剤、

計９剤を選定しました。それらのIRACコードは6種類にわたります。

薬 効
IRＡC
コード

薬 剤

速やかに高く発現する

(処理2日後の補正死虫率90％以上)

５

５

６

１３

３０

３０

ディアナSC

スピノエース顆粒水和剤＊

アニキ乳剤

コテツフロアブル

グレーシア乳剤

ブロフレアＳＣ

発現は比較的緩やかだが、
速やかに食害が止まる
（処理2日後の食害面積１％以下）

２８

２８

ベネビアOD

ヨーバルフロアブル

速やかに発現する
(処理２日後の補正死虫率70～89％）

３Ａ アグロスリン乳剤

＊化学合成農薬でない

これら9剤を中心に、発生状況に応じてIRACコードが異なる殺虫剤を
ローテーション散布しましょう。


